
ＣＬＴの普及に向けた新ロードマップの取組状況
～更なる利用拡大に向けて～

林野庁における新たな取組と令和４年度概算要求について
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森林・木材分野におけるカーボンニュートラルへの貢献

• 森林はCO2を吸収し、固定するとともに、木材として建築物などに利用することで炭素を長期間貯蔵可能。加え
て、省エネ資材である木材や木質バイオマスのエネルギー利用等は、CO2排出削減にも寄与。

• 2050年カーボンニュートラルの実現に貢献するためには、間伐の着実な実施に加えて、「伐って、使って、植え
る」という資源の循環利用を進め、人工林の再造林を図るとともに、木材利用を拡大することが有効。
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2050年カーボンニュートラルに貢献

• 住宅等における国産材利用の促進、公共建築物や中大

規模建築物等の木造化等により、国産材利用量の拡大

森林による吸収量の確保・強化

木材による炭素貯蔵の拡大

• 主伐後の再造林を確実に実施

• エリートツリー等の成長に優れた苗木の活用

• 造林未済地の解消

• 間伐や路網整備等の

着実な実施
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■ 2050年カーボンニュートラル実現に向けた取組



ロードマップの取組状況と令和４年度概算要求①

取組事項：ＣＬＴに関する情報の発信・CLTを用いた建築物の評価の向上

新規：SDGs・ESG投資等への寄与
の「見える化」

○ 建築物への木材利用の温暖化防止への貢献をわかり
やすく示すことができるよう、公共建築物等木材利用
促進法の改正法が施行される10月１日に建築物に利用
した木材の炭素貯蔵量の表示ガイドラインを公表予定

○ ESG投資等において評価される建築物への木材利用に
対する評価手法の検討を開始 2

令和４年度予算概算要求額
建築用木材供給・利用強化対策 22億円（内数）

■ＣＬＴの認知度が低い

［表示イメージ］ 未定稿



取組事項：建築以外の分野での活用

新規：土木分野で活用可能な
製品の開発推進

○ 業界団体においてＣＬＴの土木分野での利用技術
開発に向けた取組を開始
・令和３～５年度：土木分野で活用可能な製品の開発
・令和６～７年度：土木分野での活用実証

○ 令和４年度予算において、土木分野への利用等に
関する技術開発への支援を新たに要求

CLTの土木利用のイメージ

残存型枠
パネル

ぬかるみ・
仮設路等
の敷板

ロードマップの取組状況と令和４年度概算要求②

令和４年度予算概算要求額
建築用木材供給・利用強化対策 22億円（内数）
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■ＣＬＴの活用範囲が狭い

■コスト面の優位性が低い

取組事項：効率的な量産体制の整備

新規：ＣＬＴパネル等の寸法等
規格化に向けた連携体制の
構築

○ 業界団体において寸法の規格化に向けた検討を
開始
・令和３～５年度：連携体制の構築（ＣＬＴパネルの規格化）
・令和６～７年度：規格化されたＣＬＴパネルの普及

○ 令和４年度予算において、ＣＬＴ製造事業者と
設計・施工者等の連携によるモデル的な建築実証
への支援を新たに要求



属性項目 【集成材 情報】　【必須】
【BLC管理項目】　【必須】 集成材設置別
企業コード 集成材種別
企業名 集成材番号
企業URL 集成材枝番号
分類コード
製品グループ 【IFC_Pset項目】　【必須】
メーカー型番 Span
型式名称 Slope
製品写真 Roll
３Dファイル形式 仕上げ
製品リリース年月日 耐火等級
製造停止年月日 内外区分
製品出荷対象 参照記号
BLC標準バージョン 状態

LoadBearing
断熱性能

■ＣＬＴの設計・施工等をしてくれる担い手が見つかりにくい

ロードマップの取組状況と令和４年度概算要求③

令和４年度予算概算要求額
建築用木材供給・利用強化対策 22億円（内数）
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取組事項：設計等のプロセスの合理化

○ 令和４年度予算において、BIMを活用した木造
中大規模建築物の設計、施工手法等の標準化に
向けて必要な予算を要求

新規：建築物の部材製造、設計、
施工プロセスの一体的デ
ジタル化を推進

BIM （Building Information Modelingの略）
…コンピュータ上で部材の仕様等の様々な属性
情報を併せ持つ３次元の建築物のモデルを構
築するシステム

木造建築物におけるBIMモデル例

形状情報

属性情報



ＣＬＴの普及に向けた新ロードマップ ～更なる利用拡大に向けて～
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